
良質な医療の実施

親切な医療の実施

信頼される医療の実施

病院の理念

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎の約７割は11月～2月に発生しています。ノロウイルスにはワクチンがなく、治
療は水分補給のための点滴などの対症療法に限られますので、以下に示す３つの予防策を徹底しましょう。
①手洗い：ウイルスは手を介して口から体内に入ります。食事の前・トイレの後・調理の前後は流水と石けんで30
秒程度しっかり洗いましょう。
②食品の加熱・調理器具の消毒：食品は中心部が85～90℃で90秒以上の加熱、調理器具（まな板・包丁・ふきんな
ど）は塩素系消毒剤の利用がオススメです。野菜を生で食べるときは良く洗った調理器具を使用しましょう。
③感染者の吐物・便の正しい処理：ノロウイルスにかかっている人の便1g中には1億個のウイルスが存在すると言われていま
すが、感染成立に必要なウイルス量はたったの10～100個と言われています。少しでも残っていると感染の原因となり得ますの
で、排泄物は速やかに片づけ塩素系消毒剤で隅々まで消毒しましょう。その際に出たゴミはしっかりと密封して捨てましょう。

猛威をふるうノロウイルスによる感染性胃腸炎
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拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

相
鉄
い
ず
み
野
線
が
開
通
し
国
際
親
善
総
合
病

院
の
最
寄
り
駅
の
弥
生
台
駅
が
開
業
し
て
昨
年
で

40
年
、
泉
区
が
戸
塚
区
か
ら
分
区
し
て
30
年
、
そ

し
て
当
院
が
関
内
か
ら
こ
の
地
に
居
を
移
し
て
四

半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
院
は
ま
さ
に
こ
の
地

域
の
誕
生
、
成
長
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
や
地
元
医
師
会
の
先
生
方
に
育
ま
れ
、
泉
区
唯

一
の
総
合
病
院
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
発
展

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
進
行
す
る
少
子
高

齢
化
は
顕
著
で
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
に
は
、
こ
の
地
域
の
人
口
の
５
・

６
人
に
１
人
は
後
期
高
齢
者
（
後
期
高
齢
化
率
が

18
％
超
）
が
占
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
院

内
で
90
歳
代
の
入
院
患
者
さ
ん
、
手
術
患
者
さ
ん

を
お
見
か
け
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、
医
療

を
と
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
医
療
は
、
急
性
期
医
療

の
み
な
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と

し
た
回
復
期
医
療
、
療
養
型
医
療
な
ど
、
段
階
的

に
在
宅
復
帰
を
目
指
す
医
療
と
の
両
立
で
す
。
そ

の
よ
う
な
医
療
・
介
護
形
態
が
、
わ
が
国
が
目
指

し
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
構
成
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う

医
療
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
た
築
25
年
を

経
て
老
朽
化
し
、
外
来
・
入
院
患
者
さ
ん
に
何
か

と
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
本
館
棟
の
改
修
工

事
を
中
心
と
し
た
病
院
再
整
備
事
業
を
、
３
年
計

画
で
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
７
つ
の
本
館
病
棟
の

改
修
と
併
行
し
て
、
外
来
部
門
、
内
視
鏡
な
ど
検

査
部
門
の
改
修
整
備
が
本
年
中
に
は
完
了
す
る
予

定
で
す
。
少
子
化
と
は
い
え
10
年
ほ
ど
前
の
当
院

は
、
年
間
１,
０
０
０
件
以
上
の
分
娩
を
扱
い
好

評
を
い
た
だ
き
、
産
科
医
療
の
実
績
を
誇
り
得
る

医
療
機
関
で
し
た
。
そ
の
後
産
科
医
、
小
児
科
医

不
足
な
ど
の
事
情
に
よ
り
２
０
１
４
年
８
月
に
分

娩
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
立
ち
至
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
分
娩
再
開
の
ご
要
望
も
い
た
だ

き
、
再
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
面
の
態
勢
も
整

い
昨
年
９
月
よ
り
妊
婦
外
来
を
再
開
し
、
本
年
５

月
か
ら
は
い
よ
い
よ
分
娩
再
開
と
な
り
ま
す
。
産

科
を
閉
鎖
す
る
医
療
機
関
が
相
次
ぐ
中
、
当
院
で

は
産
科
再
開
に
向
け
て
院
内
関
係
部
署
の
士
気
も

大
い
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
負
託
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
さ

ら
に
進
化
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病

院

長
 

安 
藤  
暢 

敏

（日本救急医学会ＨＰより）

倒れた人を発見したら、自
分の安全を確認のうえ、肩
を叩きながら呼びかけて、
反応を確認します。

大声で助けを求め、119
番通報を依頼し、ＡＥＤ
を持って来るよう頼みま
す。119番は、つないだ
ままにし、消防の指示に
従ってください。

胸と腹の動きを見ます。
息をしていないか、また
は、しゃくりあげる不規
則な呼吸なら、心停止と
みなし、胸骨圧迫を開始
します。

胸骨圧迫のコツは、

救急隊に引継ぐか、体が動
き出すまで続けて下さい。

ＡＥＤが届いたら電源を
入れます。
フタを開けると自動的
にＯＮになる機種もあ
ります。

服をはだけ、図のとおりに
電極パッドを貼ります。
この間も、胸骨圧迫をでき
る限り続けます。

ＡＥＤの音声指示に従っ
て、患者から離れて下
さい。
「解析中です」の音声に
続いて「ショックが必要
です」の指示があれば、
ショックボタンを押し
ます。

電気ショック後、ただ
ちに胸骨圧迫を再開し
ます。
その後はＡＥＤの音声指
示または119番の電話指
導に従い、救急隊が到着
するまで胸骨圧迫と電気
ショックを繰り返してく
ださい。

・強く（胸が５cm沈むまで）
・速く（1分間に100回以上）
・絶え間なく （適宜交代）
　　　　　　　　　　……です。

④ 胸骨圧迫③ 呼吸の確認② 119番通報 と
　　　　AED の手配① 反応の確認 ⑥ 胸骨圧迫の再開安全確認、ボタンＯＮパッドを貼る⑤ ＡＥＤ 準備 

　　　：電源ＯＮ

ＡＥＤの使用により，心肺停止状態からの
回復率は格段に上がります。ＡＥＤの使用
法や設置場所を確認しておきましょう。

呼吸の確認は（ 10秒以内で ）

市民が行う心肺蘇生法と 　　　  の使用方法ＡＥＤ

看
護
部
長
　

楠
田 

清
美

昨
年
は
病
院
再
整
備
に
伴
う
病
棟
の
移
動
を
４
回

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
残
り
数
回
の
病
棟
移
動
が

あ
り
ま
す
が
、
完
成
後
に
は
入
院
の
療
養
環
境
が

充
実
い
た
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

安
全
で
心
の
こ
も
っ
た
看
護
ケ
ア
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
ご
意
見
や

ご
指
導
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し

た
病
院
経
営
が
必
要
で
す
。
職
員
の
力
が
遺
憾
な

く
発
揮
で
き
る
よ
う
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
症
状

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
は
地
域
の
医
療
機
関
の
皆
様
と
の
連
携
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ご
支
援
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。管

理
部
長
　

林
　
秀
行

副
院
長
　

清
水
　
誠

医
療
・
介
護
の
制
度
改
革
の
変
革
期
に
あ
っ
て
、

こ
の
地
域
で
当
院
が
成
す
べ
き
こ
と
は
何
か
考
え

な
が
ら
、
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
院
長
　

飯
田 

秀
夫

病
院
再
整
備
中
に
つ
き
患
者
さ
ん
よ
り
、
施
設
関
係
や

職
員
の
対
応
な
ど
で
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
、
可
能

な
限
り
改
善
に
取
り
組
み
、
患
者
さ
ん
や
働
く
ス
タ
ッ

フ
に
取
り
ま
し
て
も
よ
り
良
き
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ ＡＥＤの音声指示が「電気ショックは不要です」
であっても体の動きがなければ心停止とみなし、
胸骨圧迫を続けます。
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運
動
器
は　

①
骨
格
　
②
関
節
　

③
筋
肉
・
神
経
　
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
動
器
の
お
か
げ
で
、
私

た
ち
は
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
整
形
外
科
は
、
運
動
器
の

病
気
や
怪
我
を
扱
う
診
療
科
で
す
。

日
常
生
活
で
の
腰
痛
・
肩
痛
・
膝
痛

か
ら
骨
折
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
怪
我
、

交
通
事
故
で
の
障
害
等
幅
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
痛

み
に
対
す
る
研
究
も
進
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
新
薬
の
開
発
・
対
処
法
が
提
唱

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
科

の
機
能
回
復
に
全
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
当
院
は
近
隣
開
業
の
先
生
方

と
の
連
携
も
親
密
に
行
っ
て
お
り
、

整
形
外
科
は
も
と
よ
り
内
科
の
先
生

方
か
ら
も
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q
uality

of 
life
:

生
活
の
質
）
の
向
上
、
自
立

し
た
生
活
の
一
助
を
担
え
る
よ
う
に

一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

的
治
療
と
と
も
に
疼
痛
・
し
び
れ
に

対
す
る
保
存
的
な
治
療
を
駆
使
し
て

上
下
肢
・
体
幹
（
首
・
背
中
・
腰
）

　

当
院
整
形
外
科
は
５
名
の
常
勤
医

と
３
名
の
非
常
勤
医
で
診
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
当
院
で
は
さ
ら
に
専

門
的
に
対
応
可
能
な
体
制
を
整
え
て

お
り
ま
す
。
整
形
外
科
の
専
門
分
野

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

脊
椎
外
科
　
山
下
裕
・
三
宅
敦

　

頸
胸
腰
椎
の
変
形
や
脊
髄
神
経
の

圧
迫
に
よ
る
手
足
の
痛
み
・
し
び

れ
・
運
動
障
害
に
対
す
る
治
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
後
縦
靭
帯
骨

化
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
骨
粗
鬆
症

に
よ
る
圧
迫
骨
折
（
含
い
つ
の
ま

に
か
骨
折
）、
脊
柱
側
弯
症
（
思
春

期
の
女
子
に
多
い
）
な
ど
の
病
気
や

怪
我
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
と
の
ご
相
談
の
上
、
必
要

か
つ
最
小
限
の
手
術
と
痛
み
の
ケ

ア
、
体
へ
の
負
担
の
少
な
い
医
療
を

心
が
け
て
お
り
ま
す
。

上
肢
の
外
科

森
田
晃
造
・
吉
川
泰
弘
（
非
常
勤
）

　

手
・
肘
を
含
む
上
肢
の
治
療
は
、

骨
折
・
腱
鞘
炎
・
神
経
障
害
な
ど
非

常
に
多
岐
に
わ
た
り
、
当
院
は
横
浜

の
西
部
地
区
で
は
珍
し
く
手
外
科
学

会
の
専
門
医
２
名
が
治
療
に
あ
た
っ

て
お
り
、
早
期
の
機
能
回
復
・
痛
み

の
軽
減
を
目
的
に
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
優
れ
た
治
療
成
績
は
国
内
外

に
て
も
好
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

下
肢
の
外
科
　
山
下
太
郎

　

軽
中
等
症
の
変
形
性
関
節
症
の
患

者
様
に
対
し
て
は
病
態
に
合
わ
せ
て

進
行
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

連
続
歩
行
可
能
時
間
20
分
未
満
の

よ
う
な
重
症
の
膝
・
股
関
節
症
に
対

し
て
は
人
工
関
節
置
換
術
を
検
討
し

ま
す
が
、
早
期
変
形
性
膝
関
節
症
に

対
し
て
は
よ
り
低
侵
襲
な
人
工
膝
関

節
単
顆
置
換
術
も
行
い
ま
す
。
前
十

字
靭
帯
再
建
術
や
膝
半
月
板
縫
合
術

等
の
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
に
対
す
る
膝
関

節
鏡
手
術
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

足
の
外
科  

早
稲
田
明
生（
非
常
勤
）

 

国
内
で
も
数
少
な
い
足
の
専
門
外

来
で
あ
り
、
人
工
足
関
節
置
換
術
、

外
反
母
趾
、
靭
帯
再
建
な
ど
の
治
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

一
般
外
傷
　
板
橋
正

　

当
院
整
形
外
科
手
術
の
約
半
分
は

骨
折
の
手
術
で
す
。
骨
粗
鬆
症
に
よ

り
ご
高
齢
の
方
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折

が
非
常
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。
ご

高
齢
の
方
は
不
整
脈
・
心
筋
梗
塞
や

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
を
お
持
ち
の
方

が
多
く
、
手
術
の
み
で
な
く
き
め
細

や
か
な
全
身
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
　
森
田
晃
造

 

当
科
で
は
リ
ウ
マ
チ
学
会
の
専
門

医
が
近
隣
の
リ
ウ
マ
チ
内
科
医
と
も

連
携
し
、
近
年
著
し
い
進
歩
を
遂
げ

て
い
る
生
物
学
的
製
剤
を
用
い
た
内

科
的
治
療
だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応

じ
各
分
野
の
専
門
医
に
よ
る
外
科
的

治
療
も
行
っ
て
お
り
、
包
括
的
に
関

節
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
治
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
に
類
を
見
な
い
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
高

齢
者
が
要
介
護
に
な
る
原
因
の
４
位

が
骨
折
・
転
倒
、
５
位
が
関
節
疾
患

で
計
22
・
７
％
が
運
動
器
疾
患
で
あ

り
、
１
位
の
脳
血
管
障
害
を
凌
駕
す

る
状
況
で
す
（
下
図
）。
こ
う
い
っ

た
現
状
に
お
い
て
私
ど
も
整
形
外
科

医
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高齢者が要介護になる原因
１位　脳血管障害
２位　認知症
３位　高齢による衰弱
４位　骨折・転倒
５位　関節疾患
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参考：厚生労働省
　　　「平成25年国民基礎調査」

整形外科部長
山　 下 　　裕
　　 やました 　     　 ゆたか

略　　　　歴

昭和39年8月　三ツ境　堀産婦人科にて出生
　　　　　　　希望が丘幼稚園・小学校卒業
平成元年　　　慶應義塾大学医学部卒業
　　　　　　　横浜市済生会南部病院、
　　　　　　　東京都済生会中央病院、
　　　　　　　国立療養所村山病院
　　　　　　　（現：国立病院機構村山医療センター）
　　　　　　　静岡赤十字病院等を経て
平成16年　　　国際親善総合病院
平成24年　　　同　整形外科部長

日本整形外科学会整形外科専門医、日本
整形外科学会脊椎脊髄病医、日本脊椎脊
髄病学会指定脊椎脊髄外科指導医
専門：脊椎外科

Orthopaedic Surgery

科

整形外科外来診療担当表

一般
午前 星野

ー

ー

ー

森田

ー

板橋

ー

ー

ー

森田

早稲田

板橋

装具

三宅

山下（太）

ー

ー

ー

山下（裕）

ー

三宅
山下（太）

吉川
非常勤

交代
※

山下（太）

ー

ー

装具

山下（裕）
三宅

月 火 水 木 金 土

午後

午前

脊椎

膝

手・肘

足

　

整
形
外
科
の
診
療
に
つ
い
て

　

ご　

挨　

拶

整形外科スタッフ



示掲 板 管 理 栄 養 士 の

エネルギー
　　 119ｋcal

蛋白質　17.3ｇ

脂　質　  0.7ｇ

塩　分　  1.6ｇ

栄養価（１人前）

材　料（１人前）
★白身魚＝80ｇ　★空芯菜の新芽＝20ｇ
★白菜＝50ｇ　★人参＝20ｇ
★生椎茸＝1枚　★長ねぎ＝20ｇ

【調味料】　★醤油＝小さじ1杯　★酒＝小さじ1/2杯
　★みりん＝小さじ1/2杯　★塩＝0.5ｇ　★出し汁

寄  せ  鍋
スプラウト（新芽）レシピ

　スプラウトの歴史は古く5000年前の古代中
国でマメ科のスプラウトであるモヤシが栽培
されていたと言われています。日本でも平安
貴族たちの食膳にカイワレ大根が使われてい

たとも伝えられています。スプラウトは、発芽し
て３日位のもので、植物の赤ちゃんですから、成長す

るために必要な栄養が豊富。大きくなった野菜より、ビタ
ミン・ミネラル・酵素等をたっぷり含んでいます。日本で
代表的な物は「カイワレ大根」ですが、近年ではブロッコ
リースプラウト等、数多く出回るようになりました。
　今回は、空芯菜のスプラウトを使用しま
す。ヒルガオ科のアジアでは一般的に
使用されている野菜で、川や湿地で栽
培されるアサガオの仲間です。味もク
セが無いので、たくさん食べられま
す。生でも食べられますが、お正月に
食べ過ぎ・飲み過ぎで疲れた胃腸に優
しい鍋物はいかがでしょうか？

① 白身魚→１口大のそぎ切り／白菜→ざく

切り／人参→スライス／生椎茸→石づきを取る／長

ねぎ→斜め切り／空芯菜の新芽→根を切る

② 土鍋に合わせ出汁を入れて火にかけ、煮立ったら①

の具材を入れ、火が通れば出来上がり。

③ お好みで、ゆず・七味唐辛子・刻みネギなど薬味を

添えても美味しい。

※ 寄せ鍋は、元々調理場で残り物を取り合わせて煮た

鍋料理とも言われており、材料に決まりはありませ

ん。お正月の残り物を利用しても良いですね。

No.10Recipe

作 り 方

【調味料】　
　★みりん

たとも伝えられています。スプラウトは、発芽し
て３日位のもので、植物の赤ちゃんですから、成長す

るために必要な栄養が豊富。大きくなった野菜より、ビタ
ミン・ミネラル・酵素等をたっぷり含んでいます。日本で

白身魚→１口大のそぎ切り／白菜→ざく

切り／人参→スライス／生椎茸→石づきを取る／長

作 り 方

栄養科長（管理栄養士）
　高 澤  康 子

表
定
予

 

表
定
予

会
　
場

国
際
親
善
総
合
病
院 

新
棟
２
階
講
堂

健
康
懇
話
会

しんぜん
院外健康教室

開　催　日　時 テ　　ー　　マ 講　　　師

開　催　日　時 会　　　場 テ　　ー　　マ 講　　　師

１月の健康懇話会はしんぜん院外健康教室のため休会です

頭部外傷について～慢性硬膜血腫を中心に～ 脳神経外科医長　　馬渕　一樹

平成29年３月９日㈭
15：00～ 糖尿病と目の病気 眼　科　医　長　　大西　純司　

病院長　安藤　暢敏がん治療のいろいろ横浜市泉寿荘平成29年１月24日㈫
10：00～

平成29年２月10日㈮
15：00～

共　働　舎共　働　舎社会福祉法人 開く会社会福祉法人 開く会
毎月

第1木曜日
横浜市泉区中田西1-11-2
TEL:045-802-9955

2/ 2
㈭

3/ 2
㈭

1/ 5
㈭

特定非営利活動法人特定非営利活動法人 わいわいクラブわいわいクラブ
毎月

第3木曜日 横浜市泉区岡津町2147-4
TEL:045-811-8989

2/16
㈭

3/16
㈭

1/19
㈭

社 会 福 祉 法 人社 会 福 祉 法 人 ぴぐれっとぴぐれっと
毎月

第4木曜日 横浜市泉区新橋町960-4
TEL:045-442-8818

2/23
㈭

3/23
㈭

1/26
㈭

ぶどうの樹ぶどうの樹特定非営利活動法人特定非営利活動法人

ジョイカンパニージョイカンパニー特定非営利活動法人特定非営利活動法人
毎月

第2木曜日 横浜市泉区和泉町4604-5 
TEL:045-801-1090

横浜市泉区中田南3-24-9
TEL:045-805-6623 2/9

㈭
3/ 9
㈭

1/12
㈭

3/30
㈭

遠 

藤 

路 

子

　
　
　
　

栄　

養　

科

・
・　
　

・

未
知
な
る
子

　

ロ
ッ
ク
好
き
で
す
♬

千 

葉 

恭 

司

腎
臓
・
高
血
圧
内
科
医
長

い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
と
こ
ろ

に
ず
っ
と
い
る
の
は
苦
手

で
す
。

藤 

原 

正 

悟　
理
学
療
法
士

　

誰
か
が
ボ
ケ
る
と
ツ
ッ
コ
ミ
ま
す
！

大 

谷 

美 

生

　
　
　
　
　

４
Ａ
病
棟
看
護
師

慣
れ
る
と
よ
く
喋
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

北 

村 

英
里
子

　
　
　
　

作
業
療
法
士

　

美
味
し
い
食
べ
物
が

　
　

あ
れ
ば
幸
せ
で
す
！

稲 

葉 

あ
ゆ
み

　
　
　
　

４
Ａ
病
棟
看
護
師　

　

白
米
が
大
好
き
！

　
　

３
時
の
お
や
つ
よ
り

　
　
　
　

白
米
が
好
き
で
す
。

酉
酉

酉
酉

酉酉酉酉酉酉酉酉酉酉酉酉酉酉
年生

ま
れ
の
トリ
セツ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
と
て
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
で
も
１
人
の
時
間
も
好

き
で
す
。
こ
う
み
え
て
繊
細
な
の
で

独
り
ぼ
っ
ち
に
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

 

村　

井　

哲　

夫

　
　
　

緩
和
ケ
ア
内
科
部
長

普
段
は
優
し
い
で
す
が
大
事
な
と
き

は
急
に
雰
囲
気
が
１８０
度
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
を
元
気
に
す
る
た
め
私
を
信

じ
て
つ
い
て
き
て
下
さ
い
。

 

飯　

田　

秀　

夫

　
　
　

副
院
長　

脳
神
経
外
科
部
長

山 

下 

太 

郎

　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
医
長

三
度
の
メ
シ
よ
り
ひ
ざ
治
療
！

仕
事
も
育
児
も
全
力
投
球
し
ま
す
。
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クリスマスを先取りして安
藤病院長がサンタクロース
に扮し、入院患者さんへク
リスマスカードをプレゼン
トしました。病院長の突然
の病室訪問で驚かれる患者
さんもいましたが、たくさん
の笑顔で応えてくれました。

あなたの

お医者
さ
ん

街 の

□整形外科　　 □リハビリ科　　 □リウマチ科

弥生台 駅  
国際親善総合病院まえ国際親善総合病院まえ

― ―

診療時間 月

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

―

―

火 水 木 金 土 日
9：00～
　   12：00
14：00～
　   18：00

やよいだい整形外科

（～13：00）

　国際親善総合病院の前に開院して来年で10年です。

　病気を見つけて治療を行い、症状をなくすことが“医療の基本のキ”

ですが、整形外科の場合、年を重ねることで起きる身体の不調も多

く、身体の調子を整えて症状を和らげることも大切だと考えています。

私自身も50歳を越えて腰の痛みが取れず、ストレッチに励む毎日です。

　当院には理学療法士が三名働いており、身体の調子を整えるリハビ

リのお手伝いを行っています。

相鉄いずみ野線

弥 生 台 駅  

○ ○ ○ ○18：00

TEL：045-810-5441
〒245-0008　横浜市泉区弥生台 29-1-201

ホームページ：http://yseikei.jp/

月月～病院のできごと病院のできごと

神奈川中央交通株式会社戸塚
営業所サービスセンター敷地
内で、横浜市消防局泉消防署
主催の竜巻災害発生に備えた
泉区内関係６機関による連携
訓練に参加しました。

10月13日㈭　 地域情報便じもっと！!でも放映

泉区内関係６機関竜巻防災訓練

神奈川県立横浜緑園総合高
等学校の12名の生徒さん
が、教育活動の一環として
総合的な学習をするために
当院を訪れました。一人一
人が熱心に耳を傾けて病院
の事を知るためにメモを取

る姿が印象的でした。将来、医療従事者としてご活躍い
ただける日を楽しみにしております。

10月28日㈮　 未来の医療従事者を目指して

高校生病院見学

12月22日㈭　 サンタからの贈り物

クリスマスイベント

春 夏 冬秋秋

やよいだい整形外科

おおやま やす お

大山　泰生　院長

国際親善総合病院の前身であ
るジェネラルホスピタルに勤務
していた外国人医師7名が眠っ
ています。医療のため遠い異国
の地に殉じた先人達の墓前に
慰霊の献花を行いました。

10月７日㈮　 横浜外国人墓地にて

墓　前　祭


